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︵
２
～
５
ペ
ー
ジ
中
段
ま
で
︶

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
21
人
35
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵ 

他 

は
そ
の
他
の
質
問
︶

前向きな活用を
 検 討 し た い

不法投棄への取組
　 消 極 的 で は な い か

積極的にパトロール等の強化を
  図 っ て い き た い

無

年

金

障

害

者

問

題

　
　

市
　

の
　

取
　

組
　

は

外
国
人
無
年
金
障
害
者
等
の

 

救

済

措

置

を

国

に

要

望

し

た

い

平成 20 年度末開業の西府駅
バスルートにどう取り込むか

検 討 協 議 会 の 提 言 書 で は
日新通り経由等が示されている

す

べ

て

の

投

票

所

に

 

駐

車

場

を

整

備

す

る

考

え

は

近

隣

の

理

解

を

得

な

が

ら

 

駐
車
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く

寝
た
き
り
高
齢
者
介
護
者
慰
労
金

現
在
の
月
５
０
０
０
円
を

 

維
持
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か

当
面
は
現
在
の
金
額
で

 

実

施

す

る

考

え

で

あ

る

水と緑のスポーツタウンを目指して
郷土の森西側の土地活用を
　検　討　す　べ　き　で　は

高
野　

律
雄
議
員　

水
と
緑
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計

画
の
拠
点
は
、
隣
接
し
て
お
り
、

両
計
画
の
実
施
に
は
面
的
広
が
り

も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
都
市
化
が
進
む
中
、
大

型
開
発
を
こ
れ
以
上
さ
せ
な
い
た

め
の
抑
制
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
市
内
に
残
り
少
な
い

利
用
可
能
な
広
大
地
で
あ
る
郷
土

の
森
西
側
の
国
有
等
の
土
地
は
、

河
川
敷
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る

が
、
当
該
地
の
取
扱
い
等
を
国
に

確
認
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

総
務
部
長　

国
は
、
本
市
の
事
業

の
た
め
の
占
用
に
協
力
し
た
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
は

廃
河
川
と
な
り
、
一
般
競
争
入
札

に
付
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
大

型
開
発
を
招
く
恐
れ
も
あ
る
た
め
、

本
市
が
占
用
許
可
を
受
け
、

土
地
活
用
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

当
該
地
の
活
用
を
早

急
に
検
討
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

市
長　

課
題
も
あ
る
が
、
一

つ
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

１
０
０
年
先
を
見
通
し
た
大

き
な
視
野
に
立
ち
、
魅
力
的

な
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と

が
使
命
と
思
っ
て
お
り
、
前

向
き
な
活
用
を
検
討
し
た
い
。

村
井　

浩
議
員　

市
は
、
在
宅
寝

た
き
り
高
齢
者
介
護
者
慰
労
金
支

給
事
業
費
の
削
減
を
決
め
た
。

　

介
護
を
す
る
人
は
、
も
ち
ろ
ん

大
変
で
あ
る
。
一
方
、
介
護
を
受

け
る
人
も
介
護
を
し
て
く
れ
る
人

に
申
し
訳
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の

心
の
痛
み
、
申
し
訳
な
い
と
い
う

心
は
、
そ
の
人
の
人
格
で
あ
る
。

こ
の
質
問
に
よ
り
、
行
政
の
隅
々

ま
で
魂
の
通
っ
た
政
治
と
い
う
も

の
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
同
慰
労
金
の

金
額
、
月
５
０
０
０
円
を
今
後
も

維
持
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

稲
津　

憲
護
議
員　

昨
今
、
年
金

問
題
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

特
に
、
保
険
料
納
付
者
が
不
明
な

年
金
記
録
問
題
が
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、本
市
の
市
民
へ
の
影
響
は
。

　

ま
た
、
未
解
決
の
年
金
問
題
と

し
て
、
障
害
が
あ
り
な
が
ら
障
害

基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
無
年

金
障
害
者
の
問
題
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
無
年
金
障
害
者
の
状

況
と
市
の
取
組
を
聞
き
た
い
。

生
活
文
化
部
長　

基
礎
年
金
番
号

に
付
番
･
統
合
さ
れ
ず
に
管
理
さ

れ
て
い
る
記
録
の
中
に
本
市
の
市

民
の
も
の
が
あ
る
か
は
、
国
に
確

認
し
た
が
、
現
在
、
不
明
で
あ
る
。

　

無
年
金
障
害
者
は
、
平
成
14
年

の
国
の
発
表
で
は
、
約
12
万
人
と

な
っ
て
い
る
。
昭
和
57
年
１
月
の

国
籍
要
件
撤
廃
ま
で
国
民
年
金
に

加
入
で
き
な
か
っ
た
在
日
外
国
人

無
年
金
障
害
者
及
び
納
付
要
件
に

よ
り
受
給
で
き
な
い
無
年
金
障
害

者
に
つ
い
て
は
、
救
済
・
改
善
措

置
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
国
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

他
多
摩
産
材
を
活
用
し
環
境
･
衛
生
・

教
育
政
策
の
展
開
を

小
野
寺　

淳
議
員  

本
市
で
は
、

１
万
ト
ン
ご
み
減
量
大
作
戦
の
も

と
に
市
民
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
越
境
を
含
め
て
不
法
投
棄

が
あ
る
た
め
、
分
別
が
う
ま
く
い

か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
。

　

以
前
、
他
市
が
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク

ス
を
廃
止
し
た
後
に
、
越
境
の
不

法
投
棄
が
多
く
な
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、そ
の
対
策
を
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

対
策
と
し
て
は
、

清
掃
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
や
地
域
に
よ
っ
て
は
ダ
ス

ト
ボ
ッ
ク
ス
に
鎖
や
か
ぎ
を
か
け

る
な
ど
、
自
衛
的
な
手
段
を
と
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

議
員　

不
法
投
棄
等
へ
の
取
り
組

み
方
の
強
さ
と
い
う
も
の
が
、
市

民
に
と
っ
て
理
解
し
づ
ら
い
の
で

は
と
思
う
が
、
今
後
の
考
え
方
を

福
祉
保
健
部
長　

当
面
は
、
現
在

の
金
額
で
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

今
回
の
質
問
を
受
け
、
介
護
を

す
る
人
の
労
苦
と
と
も
に
、
寝
た

き
り
高
齢
者
の
心
を
慰
め
る
こ
と

も
大
切
と
改
め
て
感
じ
た
。

　

今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率

的
か
つ
有
効
に
活
用
し
、
時
代
に

合
っ
た
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

他 

東
京
都
市
町
村
民
交
通
災
害
共
済
の

問
題
点
●

府
中
市
西
原
町
の
運
輸
会
社

が
建
設
中
の
給
油
施
設
の
諸
問
題
に
つ

い
て

改
め
て
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

今
後
と
も
必
要

に
応
じ
、
か
ぎ
か
け
等
を
進
め
て

い
く
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
多

い
地
域
で
は
積
極
的
に
パ
ト
ロ
ー

ル
等
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

他 

府
中
の
子
供
た
ち
の
学
力
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
考
え
は

市
川　

一
德
議
員　

市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
検
討
協
議
会
の
提
言
書

で
は
、
南
町
・
四
谷
循
環
の
四
谷

１
・
６
丁
目
地
区
へ
の
延
伸
は
、
改

善
に
際
し
支
障
が
大
き
い
と
さ
れ

た
。

　

同
地
区
の
住
民
に
も
、
一
刻
も

早
く
他
地
域
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

の
享
受
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
四
谷
６
丁
目
ま
で

ル
ー
ト
延
伸
し
た
場
合
、
市
の
負

担
額
の
見
込
み
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度

末
開
業
の
西
府
駅
を
、

四
谷
地
区
等
を
含
め
、

ど
う
バ
ス
ル
ー
ト
に
取

り
込
む
の
か
。

環
境
安
全
部
長　

市
の

負
担
額
は
、
京
王
バ
ス

の
積
算
で
、
諸
経
費
か

ら
運
賃
収
入
を
差
し
引

い
た
、
約
１
０
２
０
万

円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
同
循
環
は
、

四
谷
６
丁
目
方
面
へ
の

延
伸
と
同
１
丁
目
地
域

の
新
た
な
ル
ー
ト
設
定
も
検
討
協

議
会
で
提
案
さ
れ
て
お
り
、利
点
・

課
題
を
検
討
し
、
よ
り
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
改
善
に
努
め
た
い
。

　

提
言
書
で
は
、
西
府
駅
へ
は
、

運
行
距
離
等
の
関
係
か
ら
、
同
循

環
の
延
伸
に
よ
る
対
応
は
難
し
く
、

日
新
通
り
経
由
の
路
線
等
が
示
さ

れ
て
い
る
。

村
木　

茂
議
員　

体
の
不
自
由
な

人
な
ど
か
ら
、
投
票
所
に
よ
っ
て

は
、
駐
車
場
が
無
く
不
便
だ
と
の

意
見
を
聞
い
た
。

　

投
票
率
向
上
等
の

た
め
、
誰
も
が
投
票

し
や
す
い
投
票
所
を

整
備
す
べ
き
と
思
う

が
、
市
の
考
え
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長　

現
在
、
50

箇
所
の
投
票
所
の
う

ち
、
６
箇
所
で
、
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

が
で
き
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
近
隣
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
全
投
票
所
で
駐
車
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、よ

り
ふ
さ
わ
し
い
施
設
が
新
た
に
存

在
し
た
場
合
は
、
移
転
も
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
、
投
票
所
の
環
境

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　

期
日
前
投
票
所
の
１
つ
で

あ
る
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
府

中
駅
構
内
に
あ
り
、
利
便
性
が
高

い
が
、
投
票
日
前
日
は
開
設
し
て

い
な
い
。

　

今
後
、
開
設
期
間
を
延
長
す
る

考
え
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

選

挙
人
名
簿
抄
本
を
各
投
票
管
理
者

へ
引
き
渡
す
関
係
で
、
期
間
延
長

は
難
し
く
、
期
日
前
投
票
は
、
本

庁
以
外
の
施
設
は
金
曜
日
ま
で
と

し
て
い
る
。

　▲上空から見た郷土の森　

　▲ちゅうバス（南町・四谷循環）　

　▲府中市政情報センター


